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乳牛飼料給与基準設定試験

（中　間　報　告）

三浦　由雄・伊藤　敏夫・佐藤　彰芳

（岩手県畜試）

1．ま　え　が　き

飼料を有効に利用して乳牛の生産性を高めるために

は，飼養標準に基いた飼料給与をする必要がある。わが国

の農家では飼養標準にしたがって養分要求量を算出し乳

牛を飼養するものは極めて少なく，現実には牛乳生産の

効率を悪くし，収益低下の原因になっていると思われ

る。飼巷標準による給与量の計算，給与飼料量の決定な

どの技術は一部先進農家では望み得られるとしても一般

酪農家に取っては種々と紛らわしさがあって，広く便わ

れがたいと思われる。そこで一道七県で各地域別飼料組

合せによる飼養標準の簡易な利用方法を作成すること，

新飼養標準の適応化試験を目的として本試験が計画され

た。

本県では，酪農経営安定のため，この試験を重視し昭

和38年より4年間実施することとした。飼料の組合せ内

容は東北地方における自然的経済的立地条件に応じた草

に重点をおき，夏は生牧草・牧乾草，冬は牧草サイレー

ジ・牧乾草を主体に実施した。

2．試　験　方　法

1．試験期間

予備試験期間は2週間をとり本試験期間6週間として

実施した。ただし泌乳初期については，予備試験期間を

1週間とした。

2．供　託　牛

供試牛は選定基準に合った6頭を一組として飼馴期間

1カ月後に同時に試験を開始した。

3．供託飼料

供試飼料はイネ科主体の混播牧草，牧草サイレージ，

牧乾草に配合を補充程度給与した。

4．飼料給与方法

乾溜妊娠期は予備試験後期の体重を基に算出した維持

分＋妊娠増飼分により給与量を算出し試験終了まで変え

なかった。泌乳期については各前週末期の体重乳量脂肪

率により毎通算出し給与量を決定した。

5．飼養管理

供試牛は試験実施要領酎こ基いて設計した試験畜房に璧
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養し飼養した。飼料の給与方法は昼は生牧草または牧草

サイレージ，夜は牧乾草，配合，朝は生牧草または牧草

サイレージに配合を給与し．水はウオーターカップによ

り自動給水，運動は毎日午前中2時間草のないノミトック

に自由にさせた。搾乳は朝夕2回行なった。

6．測定項目

試験実施要領に基いて，体重，飼料摂取量，体温，牛

舎内温湿度，乳量，脂肪率，体重を測定，本試験開始時，

終了時に栄養判定検査を実施した。

3．試　験　成　績

1．給与飼料量と養分量の概要（38年度試験計画）は

第1表のとおりで竜潤妊娠期は予備試験期牧草45吻不足

分を牧乾草だけで補ったが牧草の残食が多いため本試験

より牧草40軸に減じ，その不足分を配合で給与した。泌乳

初期は当初牧草サイレージ45的，牧乾草5．0軸不足分を

配合で補ったが牧草サイレージの残食が多いため本試験

3遇より牛乳生産飼料分は配合であて，粗飼料は維持飼

料分として牧草サイレージ対牧乾草の重量割合を5対1

で給与した。泌乳中期は配合を乳量の与に押え不足尊分

量を牧草サイレージ対牧乾草の重量割合を6対1として

給与した。泌乳末期は配合を乳量の十とし不足養分は牧

草対牧乾草の重量割合を10対1として予備試験を開始し

たが牧草の食い込みが良いので本試験よりその割合を11

対1として給与した。

2．摂取飼料量と養分量の概要（38年度試験成績）は

第2表のとおりで，乾澗妊娠期は週が進むにつれ増休し

養　分　量　の　概　要

ていたものが本試験5週目より体重の低下が見られた。

それは給与牧草の硬化による採食率の低下と，含有養分

の低下に原因するものと思われ粗飼料の採食率は70％台

であった。泌乳初期は体重，乳量ともおおむね増加の傾

向が見られた。当初牧草サイレージの多給をねらったが

残食量が多いため本試験3遇より生産飼料分は配合を当

てる結果となり牧草サイレージの品質はやゝ不良であっ

た。泌乳中期は体重乳量とも総体では漸減であったが，

本試験4週日にどちらも一時的な低下の現象が見られた

。これは牧草サイレージの品質にムラがあり，かつ，水

分含量が多く，低品質で一次的な採食量低下が偶発した

ためと思われる。泌乳末期は体重・乳量とも漸減の幌向

だった。牧草の採食率は牧草の硬化にしたがい低下し平

均83％であった。

3．給与飼料量と養分量の概要（39年度試験計画）は

第3表のとおりで．乾潤妊娠期は妊娠増飼分として配合

3．5毎，維持分については体重100軸当り牧草サイレー

ジ3．0軸，牧乾草0．6軸を与え実施した。泌乳初期は予

備試験時体重100軸当り牧草サイレージ4．郎机牧乾草

0．7駒を与え不足養分量を配合で補ったが，牧草サイレ

ージの採食率不良だったので本試験より牧草サイレージ

3．4物に下げて給与した。泌乳中期は体重100軸当り牧草

サイレージ4．7た臥牧乾草0．8軸を与え，不足養分は配

合で補い実施した。泌乳末期は予備試験時体重100軸当

り牧草6．0軸，牧乾草0．6軸，不足養分を配合であてたと

ころ採食率良好なので本試験1遇より牧草を8．5柳こ増

したが牧草の硬化により漸次採食率が低下したので，本

（試験計画　38年度）
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養　分　量　の　概　要 （試験成績　38年度）

計 計

蕃　分　量　の　概　要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（試験計画　39年度）

計 計

要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（試験成続　39年度）
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第5表　予測租成と実測租成
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試験2遇より配合を一律1吻加えて給与した。

4．摂取飼料量と着分量の概要（39年度試験成紙）

第4表のとおりで，乾澗妊娠期は体重はおおむね順調に

経過した。泌乳初期は体重・乳量とも漸減の憤向を示した

。当初の計画は，粗飼料の多給をねらったが牧草サイレ

ージの食い込み悪く，38年度泌乳初期の成績と同じよう

な結果となった。泌乳中期は体重は維持し乳量は漸減し

た。採食率が良好で38年度泌乳中期の成続より向上し

た。泌乳末期は，体重，乳量とも漸減の傾向だったが，

採食率は38年度泌乳末期の成縛と比べると良く，粗飼料

よりの摂喉率も大巾に向上した。成掛こよるこの時期の

摂額拳分量が高蛋白，高熱量の結果を示したことは，牧

草の刈坂時期の進行とともに草の硬化による採食率の低

下と乳量の低下したことから計算量に配合1軸加えて給

与したことが原因したと思われるが，体重・乳量ともに

漸減の結果とあわせ考えると，消化率あるいは有効エネ

ルギーなどに関連してくると考えられ，今後検討が必要

と思われる。

5．供託飼料の予測租成と実測租戒との差

第5表のとおりで，DM，DCP，TDNについて実

測値に対する予測値（給与量決定のさい用いた推定値）

の比率を，各飼料ごとに示した表である。38年，39年の

全体を通じて見ると配合の差は比較的少なく∴粗飼料の

差が大きい。特に牧草サイレージが最も大きく，牧草が

第6表　生牧草について刈取時及び刈取後の条件による乾物量の変化

成育期＼讐　A

生　長　期

8月8日
混　　　　播
牧　　　　草

開　花　期

9月3日 オーチャード 出　穂　期

平　　　　　　　　　　均

注．試料の状態の判定は，すべて感応によったが大凡の基準は次のようにおいた。

A．露のない刈取直後の平常な状態…・・・前日午後から刈取りまで降雨のなかったもの。
B．朝露のある直後の平常な状態＝‥…‥Aのものを霧吹き。

C．降雨により濡れている状態…………Aのものを一度水漬し軽く霹切り。
D．ややしおれた状態……………………Aのものを日蔭にて大凡3時間位蔭干。

E．ぐったりしおれた状態………………Aのものを大凡5時間位蔭干。

F．天日に当って半乾状啓のもの………Aのものをコソクリ一日こ置き晴天時6時同位日払
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第　7　表　　38，39年度の成績まとめ

注．B／A比について

養分要求量佃に対する養分摂喉量個の分塀

高 適 低

次に大きな差を示して∴粗飼料における差が大きいこと

は，粗飼料の質が刈取時の諸条件や調整条件により大き

く変動し，飼料成分表と可成り大きな食い違いがあると

いうことで飼養標準を利用するさい．充分注意する必要

があると思われた。

以上のことから一例として生牧草について刈取時及び

刈取後の条件による乾物量の変北を調査したところ第6

表のとおりで，人工的に諸条件に合せて行なった結乳
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雨に濡れた状態から半乾草状態のものに至るまで，露の

ない平常なものの7割から20割まで，はば直線的に上昇

する傾向であったことことから刈取時の草の状態によっ

て給与量の補正をする必要があると思われた。

38年，39年の摂取養分量を中心とした成績をまとめて

見ると第7表のとおりで，乾澗妊娠期は，38年に対比し

てDMは少く，TDNが多かった。これは，38年の成績

で粗飼料主体に飼養した結果，妊娠牛としての増体が見

られなかったため，39年は妊娠増飼分として配合3・5軸

を与えた結果である。このため粗飼料よりの養分摂取割

合は少なくなっているが，1日増体重が良く，産仔体重

も順調であった。泌乳初期については，39年の乳量が38

年と比べて多く配合も前年に比べ若干多給になったが，

そのためか38年に比べると，粗飼料より摂取した　D

M，DCP，TDNの率が低かった。泌乳中期について

は38年に比べて39年は粗飼料よりの摂喉割合が良かっ

た。泌乳末期は38年，39年とも採食率良好で，特に39

年は粗飼料の採食率98％であった。分科ではどちらもH

（高蛋白，高熱量）となったが，牧草の硬化により摂取

着分の低下を防ぐため配合をプラスして給与したためと

思われるが．増体の見られなかったことは不明である。

4．試　験　結　果

粗飼料の多給を目指せば，粗飼料の給与量採食量，摂

板養分量などが問題になるが，この2年の成績から．D

M，TDNの粗飼料からの摂取割合をまとめて考える

と，DMの体重当り摂取割合については，乾潤妊娠期

1．1％，泌乳初期，中期1．5％，泌乳末期は夏型として

2．0～2．5％位が妥当ではなかったかと思われた。TDN

第8　表　T D Nの自給率

（全摂取量に対する粗飼料よりの摂取割合）

計

（乾澗妊娠×2）＋（泌乳初期￥．1）＋
注．自給率＝ （泌乳中期×4）＋（泌乳後期× 3）

12

の全摂取量に対する粗飼料からの摂取割合は，乾潤妊娠

期60％，泌乳初期．中期45～65％，泌乳末期85～90％位が

妥当ではなかったかと思われた。これを一年一産の望ま

しい型に考えて自給率を算出すると第8表のとおりで，

38年は73．2％，39年は66．2％で，38年の方が良い結果と

なったが，産乳量も考慮に入れると，38年は3，60的机

39年は4，600軸（25石）程度となり，39年をほぼ標準

第9表　体重及びFCM量の変化の頭数割合

体 重 変 化

少

注．1．〔〕内数値は，畜試特報No．4飼養標準の研究，消化率を実測しない場合の頭数割合。

2，体重．FCMの判敏は回帰係数による。
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第10表　38，39年度泌乳期における摂取養

分量と成績（要項のまとめ）

D Mの体重割合 全体よ　り
粗飼料より

2．26土0．27
1．46土0．02

必要養分量に対する
摂取養分量の割合

D C P

T D N

101士8．7
101土9．0

D C P

T D N

55土9．3
54土　9．7

FCMl軸生産に要
する養分量

D C P

T D N

52．0土5．6
334．0土59．6

狙　　　　　効　　　　　率 27．1土　2．9

注．1，下記は畜試特報No．4，飼養標準の研究より

抜粋

FCMl軸生産に要する養
分量

DCP　54．4土17．7
TDN326．7土43．4

租　　　　効　　　　率 27．7土　4．3

2．租効率の算出方法

租効率（％）
750kcalxFCM（軸）
CalxTDN（kg）

×100

とすべきことから考えると66％程度が妥当の線であろう

と思われる。しかしながら，本試験は現在も継続中であ

り，かつ発表時点のわづか2年間の成続の中間報告から

上記を断定するものではなく，本2カ年の成績の範囲か

ら考察した。これについては東北地方における草を主体

とした飼養から考えれば80％自給も給与粗飼料の質が向

上すれば自ら可能と思われるので，今後とも良質粗飼料

の生産給与を心掛けたい。

以上のとおり本発表段階では，全体として良い成按で

はなかったが．もう一つの目的である新飼養標準の現地

適応の適否を検討する手段として．体重とFCMの増減

傾向を指標に該当する頗数を区分けし，新飼養標準設定

試験の成績と対比して見た。その結果は，第9表のとお

りで，新飼養標準設定時の成績とはぼ同様であった。そ

のうち，泌乳時の望ましい形であるとされる体重FCM

の維持されたものについてのみ，さらに詳しくまとめて

みると，第10表のとおりであった。この型にラソクされ

たものは，泌乳初期・中期のみで，冬型の牧草サイレー

ジ給与と云う面で共通点のあるものであったが，成績は

畜託の飼養標準設定試験成績とおおむね合致していた。

この成績から，乳牛の泌乳に最も大事な泌乳初期・中

期についての給与基準を考えると（体重500～600的，乳

量12～18軸）軋飼料からの摂取割合では，DMが体重の

1．5％位，TDNについては45～65％程度であり，偏差も

極端に大きくなかったことから，冬型の泌乳初期・中期

における一指標と考えていゝのではないかと思われる。

38，39年の成績は総体的に良い成穀とは云えず，また

試験中途でもあり，これにより給与基準を設定すること

は未だ出来ないが，この試験結果から種々の問題が見ら

れた。その中最も大事なことは，給与計画量と摂坂実量

の差で，その原因としては，飼料成分の予測値と実測値

との差，給与飼料の残飼，消化率の予測値と実測値との

差，体重，乳量，脂肪率の変動による差などが考えられ

る。消化率については測定しないので不明であるが，飼

料成分については，粗飼料に大きな開きが見られ，特に

夏，冬を通じて給与主体をなす牧草，牧草サイレージに

大きな差が見られ，これが採食率に影響し，計画と成績

を大きく違えたものと思われる。このことから考えると

飼料成分表の適用には，その草の実態を良く見極めるこ

と，少なくも乾物量だけは把握して飼養標準に見合せ

て，給与量を決定することと，出来るだけ良質の粗飼料

を給与するように心掛けることが必要であると思われ

る。体重，乳量，脂肪率の変動については，給与量と摂

取量の開きも影響したと見られるが，その中で，体乱

FCMの維持傾向のものだけについて検討した結果，前

述のとおり∴飼養標準決定時の畜試特別報告の成綬とお

ゝむね合致し．また全体の頭数割合も合ったことから，

新飼養標準はおゝむね適合するものと思われる。

以上のことから，草多掛こよって乳牛を飼養する際に

は，飼養標準により，良質の牧草給与と，良質の牧草サ

イレージ，牧乾草の調製に留意して，粗飼料を充分に食

い込ますよう一段の努力をすることが肝要と思われる。


